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会 議 名 令和２年度 西予市図書館協議会 

事 務 局 

西予市教育委員会教育部生涯学習課 西予市図書交流館 

電 話 0894-62-6420 

ＦＡＸ 0894-62-6579 

日   時 令和３年３月19日(金) ９：52 ～ 11：38 

場   所 西予市図書交流館まなびあん  多目的ホール 

出席者 
委 員 ６名／７名 

事務局 ７名 

議 事 内 容（要 旨） 

議事内容(要旨) 
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まなびあん司書 

 

 

 

委員 

 

1. 開会あいさつ     西予市図書交流館長 

 

2. 自己紹介 

 

3. 報告事項 

（１） 新型コロナウィルス感染拡大に伴う影響と対策について 

図書交流館館長補佐が、入館者数，貸出図書冊数，貸館利用率

の推移をグラフで説明。また、新たに設置した自動検温システム，

図書除菌機や館内の換気，消毒，飛沫飛散防止対策を写真で説明 

 

（２） 令和２年度西予市図書交流館各館の運営状況について 

資料を元にまなびあん司書→野村分館専門業務員→三瓶分館

専門業務員→明浜分館係長→城川４分館代表主事が説明 

 

4. 質疑・意見 

 

 まなびあんのロビーで各種団体の展示が行われているが、展示費用や

展示期間に決まりはあるのか。 

 

特に決まりはない。要望が多く、今年度は無料で２箇月間とし複数の

趣味グループに展示をいただいた。パネル３枚と机３台が置ける現在の

スペースのみで実施している。 

 

他市の図書館において団体貸出ができない。図書館同士で連携は取れ

ないか。 

会  議  要  録 
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図書交流館長補佐 
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現在、大洲，宇和島等の近隣図書館では他市団体への貸出は行ってい

ない。西予市ではこれまで一部行っていたが、児童書が他市に流れて不

足するため令和３年４月から他市団体への貸出は中止とすることとし

た。従来利用していた団体には現在理解を得ている。市立図書館として

市内の学校，読み聞かせ団体等を優先するためであり、近隣図書館も同

様の理由からだと思うが、何か連携できる点があれば模索したい。 

 

コロナの影響から、県内では電子図書館を導入している市町がある。

西予市ではどうか。 

 

令和２年１月１日現在で全国 88 館であった電子図書館の数は令和３

年１月１日現在で139館へ急増しており、コロナ渦の影響と国の臨時交

付金導入が大きく寄与しているものと思われる。県内でも今治市，伊方

町，新居浜市が導入しているが、当市として現在は様子見としている。

理由として、コンテンツ数がまだ少ないことと、図書館における最大の

強みである新刊書が、出版社、著者の許諾が下りず２年間は図書館用の

電子図書として蔵書できないことが挙げられる。また、初期導入費用が

500万円程度かかることからも慎重に検討を行いたい。 

 

野村分館に設置している自動検温システムの土台が不安定で、子ども

たちが測定する際、倒れる恐れがある。固定していただきたい。 

 

昨日、納入されたばかりでしっかり固定がされていない状態にある。

すぐに対応し、利用者が安全に活用できるようにする。 

 

集団検診時にブックスタート事業として絵本を配布してもらうのは

待ち時間が長い中、子どもと保護者にとって非常に助かる。 

 

春から秋に変更実施となったが、まなびあん開館一周年記念イベント

はとても良かった。講師の先生から絵本の意味を知り感動した。またこ

のようなイベントを実施してほしい。当日は読み聞かせグループ対象で

多くの団体の参加者がいたが、図書館を通じて声掛けを行い、活動の連

携ができるとよい。 

 

現在、市内すべての読み聞かせグループへ調査票を配布し、記入して

もらっている。提出が揃い次第、冊子としてまとめ配布することで情報

共有から始めたい。 
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読書には、子どもたちを成長させる力があるのだが、学校でも近年は

下火になっている。読書の大切さはこれからも伝えていきたい。コロナ

で図書館が閉館となった時期、子どもたちが行く所が無かった。次はぜ

ひ開館してほしい。 

 

コロナは依然拡大傾向だが、昨年度初期のような休館は無いものと思

われる。 

 

図書館とジオパークとの連携は行っているのか。専門書の購入は。 

 

まなびあんと野村分館内に常設コーナーがある。団体で来館された際

は、本庁のジオパーク専門員が来て直接説明をしている。専門職員の指

導を受けてジオ専門書を購入していきたい。また、今後のまちづくりセ

ンター移行の中で市の動きに合わせた選書もしていきたい。 

 

図書除菌機は、香りも良く利用者のために良い導入であったと思う。

また３歳児検診時に５冊のうちから好きな１冊をプレゼントするブッ

クスタート事業も素晴らしく、良い選書をしている。今後も公立図書館

として公共性を高めていただきたい。 

 

5. 閉会あいさつ     西予市図書交流館長 

 

11：38終了 


